別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：老人福祉費
	事業名: 介護職員処遇改善等臨時特例基金交付金助成費（事業費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　健康福祉部　高齢福祉課　介護事業者担当　電話番号：058-272-1111（内2600）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11215@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,746,464千円（前年度予算額：2,570,444千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  　介護職員の更なる処遇向上のため、介護事業者からの申請に基づき、平成21年10月サービス分から２年６か月の間、介護報酬とは別に介護職員処遇改善等臨時特例交付金を交付する。
	２　所要経費


介護職員処遇改善等臨時特例基金交付金助成費　　　2,724,006千円
介護職員処遇改善等臨時特例基金交付金事業費　　　　 22,458千円
　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　１　高齢者の介護や見守りを整える
○介護サービスを支える人材を確保する

	２　これまでの取組状況


  　介護に従事する職員の処遇改善のため、介護職員１人当たり月額1万5千円の賃金引き上げが可能となるよう、事業所の処遇改善計画を確認する中で賃金上昇など具体的な職員の処遇改善につなげていく必要がある。
  平成21年度の賃金等の改善効果　　平均月額1万5千9百円の増額
	３　これまでの取組に対する評価


  　平成21年度介護報酬改定によって、介護職員の処遇改善が図られたが、他の業種との賃金格差を更に縮め、介護が確固とした雇用の場として成長していけるよう、介護職員の処遇改善に取り組む事業者へ資金の交付を行うことにより、介護職員の更なる処遇改善を進め、介護分野における雇用の創出・人材育成等を推進する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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※「介護職員処遇改善等臨時特例基金繰入金」充当
